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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・斎藤　悦子様～　継続で臨時薬３日分処方となっています。　　　　　　　　　　　　

血圧高値見られている事と夜間の睡眠状況の不安定さ見られていますで引き続き観察していきましょう。

・佐々木　康子様～継続で臨時薬３日分処方となっています。

　　　　　　　　　日中の眠気や活動性の低下みられ、現在服薬の調整を行い、生活のリズムを図っていけるように経過観察中です。

・畑山　勝司様～　明日（8/31）、青山荘のスタッフと１５時～１６時の間で面接があります。

＜全体連絡事項＞

・次回の勤務表（9/16～の分）のことですが、１０/８に青仁会ふれあい祭りがありますので、その日はほとんどの職員が勤務となっていますので、夜勤者以外は参加して下さい。

・不在者投票を９/５（月）に予定しております。

・病棟内施設で何箇所かのドアを点キーに設置する予定があります。それにともない、スッタフに使用方法についての学習会を現在企画中ですので、スケジュールが決まり次第、掲示予定です。

・９/１、９/２、９/５の３日間で防災ビデオの研修がメモリアルホールであります。各自で参加するようにして下さい。９/１は患者様のプログラムの時間にビデオを観て頂く予定としています。

・９/１よりレストランのご飯を盛る茶碗が変更になります。大盛食の方は、お粥食の方の茶碗と同じになります。普通食は変わりありません。

・今週一週間、南山苑の施設長が不在の為、緊急時には病院のＤｒが対応致します。深夜勤務帯は、チーフへ連絡きますので、よろしくお願いします。

・江刺家課長の勤務時間が８：３０～１７：３０に変更となりました。

・感染委員会より、スタッフへの基礎知識の勉強会を予定しております。内容については、後日連絡致します。

・勤務を本人の都合にて変更する場合の書式を作成しましたので、各自確認をしておくようにして下さい。

・パソコンの不具合が生じた場合は電算化委員会へ連絡するようにして下さい。書式に記入して提出するようにして下さい。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

・Ａユニット～短期目標の評価を行っております。蛯名勝幸様は自己評価を80点と話しており、あとの20点を「嫌な人と話が出来なかった」と評価されています。

　　　　　　　高橋百壽様は自己評価を50点と話すと、他者より「具合い悪いんだからしょうがない」と励まされる事あります。「しんどい」と話されながらも、最後まで参加する事できています。全体的に、居眠りされる方はいませんが活気のなさ見られます。声掛けには発言出来ていますが、積極的な発言聞かれません。

・Ａグループ～短期目標の評価を行っております。長谷川陽一様と出河攻様は、自分の目　　　　　　　標立てたのに、その場面になる事がなかったと話す事ありながらも、評価


　
を80点と話されています。次回の目標を変えましょうと話ししています。

　　　　　　宮陽子様の目標は「他者とのコミュニケーション」でしたが自己評価を70点と話しており、同室者の方との挨拶がうまくできず、話し掛けても無言だったり、拒否のジェスチャーをされた　との事でコミュニケーションの取り方について説明しています。全体的に良い雰囲気で行われています。

・Ｂグループ～ウォーミングアップで軽いストレッチ体操を取り入れて、気分のリラックスをはかってから、短期目標の評価しています。「○○○だったから、○○○です」というような形での評価方法を説明し、発表して頂いています。皆様、きちんと理由を述べられ自己評価ができ、振り返りもできています。

・Ｃグループ～短期目標の評価を行っています。高間木八男様、自己評価を100点と話され

ており、継続していくよう伝えています。松橋清子様が短期目標の評価で

は他患者様から離れた場所に座り発言されており、評価の低さも聞かれて

います。ＳＳＴ中は他者とのコミュニケーションを取る場である事説明し、

なるべく輪の中に入ってもらうようにしていきましょう。

・Ｄグループ～短期目標の評価を行っています。曽我正子様が気分高揚ぎみで、まとまりない話しをされたり、自己評価の高さが見られています。雰囲気を乱すような様子がありますが、曽我正子様の意見もきちんと聞きながら、ＳＳＴの場である事を説明し他患者様の発表もきちんと聞くように声掛けしていきましょう。斎藤悦子様は、睡眠の不安定さもあり、居眠りが見られています。居眠りが見られていた際は声掛けしていきましょう。

・Ｅグループ～全体的に他者が短期目標の評価を行っている最中は自分に関係の無いよう

にされている事があり、多患者様が行っている事に対しても意見を出して

もらうようにしていけば参加状況ももっと良くなると思います。評価では

挨拶してもその後に付け加える一言が見つけられないという患者様が多く

話題について提供しています。八森正様は短期目標達成できなかったとの

事でロールプレイ行っていますが相手役に多患者様を指名する際には相手

を不快な思いをさせるような声掛けを行っており今後は上手なコミュニケ

ーションの取り方について指導が必要と思われます。

＜注目患者様評価・検討＞

・高橋　百壽様～　日中や日によっての気分変動があり、倦怠感や不調訴え作業やプログラム・日課へ支障をきたす事も多いです。また、服薬や入浴等の日課を何度声掛けしても臥床していて来なかったり、喫煙するなど違う行動をする事があります。それに対し、①倦怠感や不調の訴えがなくなる。②作業やプログラムなどに集中して取り組める。

③服薬、入浴などの日課をスタッフの声掛けなく行う事が出来る。

④気分の安定を図れる。という事を目標にし、①訴えを傾聴し、臥床がちな時は意欲を高める為にホールで過ごすよう促す。

②毎日を振り返り、自己洞察を促す。（毎日20：00頃）

③日内変動を知り、対処法を考える為、各勤務でＡユニットについたスタッフがチェック表に記入する。

※チェックする時間　日勤帯：16:00　準夜帯：23:00　深夜帯：7:30

④不調時はまずスタッフを呼び、何を伝えたいのか問う。

⑤日課を１つずつ声掛けする。

⑥服薬に自分から来ることが出来るように時間を(8：45、12：45、18：45、20：30～21：00)伝える。

⑦時間や周囲の動きを見て日課、各プログラムを行動できるよう促す。

上記のように関わり、自己洞察や毎日勤務ごとで振り返りを本人と

一緒に行っていきましょう。

